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中学校特別支援学級における学びを豊かにする授業づくり 
 
－話し合い活動を取り入れた「作業学習」の実践研究－ 
 
 
西   勉 ・ 川合 紀宗* 
 
 
Ⅰ．はじめに 
 「作業学習は，作業を学習活動の中心にしながら，児童生徒の働く意欲を培い，将来の職業生活や社
会自立に必要な事柄を総合的に学習するものである。」（特別支援学校学習指導要領解説－総則等編－平
成２１年６月：文部科学省）とあるように，特別支援教育では，生徒の社会自立を目指していく上で必
要な力を作業学習の中で指導している。作業学習は，学校の設備や生徒の実態によって特色があり活動
内容が多岐にわたっている。そのため形態として作業での活動を積み重ね経験していくことが多い。特
別支援学校高等部では社会での自立をめざし，生徒のキャリア学習の中心的な学習として取り組んでお
り，卒業後の生活にスムーズに移行できることを目指した内容を取り扱う場合が多い。また中学部にお
いても高等部での作業学習につながるような，ものづくりを中心とした活動を行ってきた。生徒は，高
等部を卒業すると何らかの形で社会に出ていくことになる。そのため中学校の段階から自分の将来を考
えていくうえでも，意欲的に仕事に向き合い，働くことについて学び，「働くって楽しい」「働いてみた
い」と思える経験をかさねていくことが大切だと考える。「中学部段階では心身ともに成長・発達の著
しい時期であり，この時期にこれまでの自分を振り返り，今の生活が将来に続いていることに目を向け，
将来の生活に対する夢や働くことに対する憧れの気持ちを持てるようにしていき，正しく，主体的に行
動できる自分を実感し，他者から認められる経験を積み重ねることは，卒業後の「働く生活」の実現を
するたに重要である。」（菊地一文：2013）とのべられている。そのことからも生徒が意欲を持ち主体的
に行動し学習にとりくむ事ができる授業作りが重要であり，新学習指導要領でも取り上げられている
「主体的・対話的で深い学び」を視点に持つことが大切であると感じている。そこで作業学習において
も，ものを作る活動を行う中で関わりやコミュニケーションを通した思考を深める授業づくりをおこな
うことが，自発的な意欲の高まりを育み自らの進路を考える力につながるのではないかと考えた。 
 
 
Ⅱ．研究の目的および方法 
１ 目的 
 広島大学附属東雲中学校（以下，本校とする）での，作業学習にあたる「しごと」の取り組みを通し，
働くことへの意欲を高める取り組みを行う。学習意欲を高めていくためには，自尊感情を高めていくと
ともに自己肯定感をそだてることが大切である。これまでの本校の取り組みの中で，自己肯定感を高め
るためには，様々な体験を通して成就感や達成感を味わい他者から認められる中で自分への肯定的な気
付きを促すことが大切である事がわかっている。これまでの作業学習では商品づくりを行う中で，正確
さや丁寧に早くできることなどの技術を高めることで学習意欲を育てていくことが多かった。深い学び
の実現をはかるためには，作業や実習など体験的な活動と知識を相互に関連付けてより深く理解できる
ようにする事が重要である。そこでこれまでの商品を制作する行程を中心とした学習に，何を作り，何
を販売するのか，それぞれの段階で一人ひとりの考えを交流しあう場面として話し合い活動を加えるこ
とにした。生徒が関わり作りあげていく活動そのものが，生徒の思考を深め，意欲の高まりにつながる
事ができるのではないかと考えた。 
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２ 研究の方法 
 本校の領域・教科をあわせた指導「しごと（作業学習）」（以下「しごと」）において，商品をつく
りあげる活動を中心にしていき，自分たちが話し合い考えながら取り組む場面を設定してく。意欲の高
まりの確認については，授業内の生徒の見取りを丁寧に進めるとともに，日々使う学習シートや言動を
分析していく。 
 
Ⅲ．授業実践 
１ 期間と対象 
 本研究の期間は平成 27年９月から 12月の間に実施した。対象者は，本校特別支援学級（知的障害学
級）生徒 4名(１年生２名，２年生１名，３年生 1名)である。「しごと」は学年を越えた縦割り活動で
ある。生徒の実態としては，経験の浅い 1年生においては，経験が少ないことから作業に対してのイメ
ージが持てないため，消極的になる場面も多いが，２年３年と学年が進むにつれ，これまでの経験をい
かし活動の進め方や販売についても見通しを持つことができている。 
 
２ 授業実践の概要  
（1）単元について 
 本校の「しごと」の時間では，特別支援学級を 3学年縦割りの
グループで行っている。その中には，食品・クラフト・情報サー
ビスの 3つの作業種がある。生徒はそれぞれの作業種を学期ごと
にローテーションして行う。また 3つの活動を一つの会社「東雲
コーポレーション」として取り組んでいる。そのため情報サービ
スは会社の一部門のような位置づけとして活動を行っている。授
業は隔週 4時間連続，午前中に行っている。学習単元計画につい
ては（表１）に示す。情報サービスでの作業内容は主に，パソコ
ンやタブレットを操作しイラストや文字の入力などを中心にした
商品づくりを行っている。個々での作業が多く，協働で行う活動
はあまり多くない。実際の作業場面に於いては，ソフトの操作に
ついても基礎的な事は行うが操作の習熟に重きをおくのではなく，
商品をつくりあげる活動を中心に，個々の生徒の実態に応じて，
ソフトを使い分けることやタブレットを使用することで生徒が活
動しやすいようにしている。そこで生徒間で商品について話し合
う場面を設定してくことで，仲間とのやり取りを行いながら作業
を進めるように指導した。 
 
 
（2）授業実践の内容と生徒の様子 
 ①活動目標づくり 
 この時間は，グループの活動の最初の活動になる。この単元で
のグループ目標決めとリーダーを決定することを伝え，生徒らに
任せ活動をおこなった。まずリーダーの決定から行うことになっ
た。リーダーは３年生と２年生から立候補があった。２年生の生
徒は，はじめ「私はリーダーをやりたい。」と言っていたが，３
年生の生徒が「これまでの経験を活かして活動したい。」「３学
期は，卒業してしまうのでリーダーをすることができない。」な
どの話を伝えた。３年生の話を聞くことで，２年生の生徒は，２
学期はサブリーダーとして頑張り，リーダーをサポートすること
を決意することができた。 
 目標決めでは，だれに何を作り販売するのかなどの視点を確認して話し合いを行わせた。生徒は 1学
期の反省や他のグループからのアドバイスをもとにし，それぞれの生徒が思いついた目標を付箋に書き
出しあった (図１）。それぞれが考えた目標の意味を確認しながら全体の目標を作って行く作業をおこ
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表１ 情報サービスの授業時数 
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なった。その結果，「お客さんのために，協力して話し合い，失敗を恐れずに仕事に挑戦する！！」に
決まった。これは１学期に自分たちが食品加工において，お客さんを意識した目標で商品づくりをおこ
なっており，「協力する」についても自分たち反省の中で「みんなで協力」といった項目が挙がってい
た。このことから自分たちのことを振り返りそれを活かした目標にすることができた。 
 
 ②商品開発 アイデアを出しあう 
 どんなものを作って商品にしていくのかを考えていく活動である。ここでは，
販売会の時期や，誰を対象にした販売なのかなどを確認した。商品開発の話し
合いでは，これまでの商品サンプル等の提示も控えた。これはこれまでのサン
プルを見せると生徒の意見が，それらの物に意見が引っ張られてしまうため最
低限の情報を提示するのみとした。できるだけ生徒から販売したいものが沢山
出ることを期待した。生徒らは意見をホワイトボードに書き出しながらその商
品のイメージを伝え出し合っていった。（図２）写真立て，しおり，磁石，鉛
筆，消しゴム，ノート，カレンダー，キーホルダー，ペーパークラフトなどが
出てきた。これまでに販売した事もある商品だけでなく今までにない商品もあ
った。 
 
③試作品の作り方を考えよう  
 実際に商品化する前に試作品を作り検討することになっ
た。そこでアイデアとしてだされた物について，作り方を
確認していった。以前作ったものについては，なんとなく
説明できる物もあったが，これまでに作ったことの無いも
のについてはパソコンを使って検索しようと生徒から意見
がでた。そこでそれぞれの生徒に商品の作り方を調べる担
当を決めた。全員でイメージを共有するために，調べた結
果を説明していくようにした（図３）。その後，販売に向
けて商品化できそうなものを「作りやすさ」や「材料」，
「道具」などの視点を提示することで，生徒は焦点を絞り
ふるい分けの話し合いを行った。そして試作品を作り実際
に販売できそうなものを４種類に絞った。生徒らは一つひ
とつの作り方を確認していくことで，情報サービスのグループでつくるより，クラフトグループが作る
ほうが良いものがあることや，商品にすることが難しい物などがある事に気がついた。 
 
④ 試作品を実際に作ってみる 
 キーホルダー，写真立て，ノート，ペーパークラフトの試作をおこ
なった。（図４）できあがった試作品について感想をだしあった。そ
こではデザインや大きさなどを工夫していく必要がある事がわかっ
た。また自分たちが作る時に難しいと感じた部分について他のグルー
プにも見てもらい，作ってみた時の問題点についてアドバイスを貰う
こともあった。 商品化については総合的に判断していくことにした。
試作品の中から商品化ができそうであり，お客さんが喜んで購入して
もらえそうなものを選ぶことにした。すると生徒から「東雲ショップ
（販売会）は年末なので来年のカレンダーがついている方が良い」「ノ
ートだけの物よりもお客さんが喜んでくれる」といった意見がでた。
それを受けて，生徒たちはカレンダー付のノートを作ることにした。
またペーパークラフトについては，展開図が複雑なものにならなけれ
ば商品化が簡単なため販売することに決めた。 
 
 
   
図２ 書き出された意見 
図３ 作り方を説明している様子 
図４ 試作品づくりと， 
試作品へのアドバイス  
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⑤ 商品作り 
 カレンダー付のノートのグループとペーパークラフトづくりに分かれて作業に取り掛かった。 ペー
パークラフトのグループでは，イラストを書くことが得意な生徒が中心になり作成することにした。作
業内容や役割を明確にして活動した。１日の振り返りでは生徒を中心に改善点やその日の活動の気づき
について交流するようにした。よりよい商品にしていくために商品仕上げやラッピングも気を使うよう
な意見もだされた。（図５） 
 
 
⑥ 東雲ショップ（販売） 
 各授業の振り返りの時間に記入している作業日誌への記述を，本単元の
学習内容ごとに，生徒のコメントをまとめ表にしたものが「作業日誌の生徒
記述 一覧」である。（表２） 
 表２の「生徒の記述一覧」より，活動内容「目標を決める」～「試作品づく
り」までの項目に対する生徒の記述については「話し合い」や「意見が言え
る」などのコメントが多くみられた。このことからも生徒は話し合いの中で意
見を交流していると実感できていることがわかる。本単元では商品開発を
中心にして，自分たちがアイデアを出し，その試作品を作り，本当に商品と
して販売できるものを考えた。 一方これまでの作業学習の活動とほぼ同
じ内容である活動内容「商品づくり」の項目では，「丁寧に作業できた，集
中して作業できた。」等の記述が多くなっている。これは生産を中心にした
取り組みでは，自分の役割をはたし集中して活動する事が求められるため，
このような記述が多くなる。本単元の振り返りにあたる「グループのまとめ」では「試作品を何回も作って，良い商品が
できたことが良かった。」と，これまでの活動に対して肯定的な振り返りとなった。これは製品づくりを中心とした商品作
りに，生徒の意見を反映させていくための話し合いを設定したことにより，「自分たちが作っている」と実感できたことが
大きいと考えている。 
 
Ⅳ．結果および考察 
 １．生徒の記述より 
 各授業の振り返りの時間に記入している作業日誌への記述を，本単元の学習内容ごとに，生徒のコメ
ントをまとめ表にしたものが「作業日誌の生徒記述 一覧」である。（表２） 
 表２の「生徒の記述一覧」より，活動内容「目標を決める」～「試作品づくり」までの項目に対する
生徒の記述については「話し合い」や「意見が言える」などのコメントが多くみられた。このことから
も生徒は話し合いの中で意見を交流していると実感できていることがわかる。本単元では商品開発を中
心にして，自分たちがアイデアを出し，その試作品を作り，本当に商品として販売できるものを考えた。 
一方これまでの作業学習の活動とほぼ同じ内容である活動内容「商品づくり」の項目では，「丁寧に作
業できた，集中して作業できた。」等の記述が多くなっている。これは生産を中心にした取り組みでは，
自分の役割をはたし集中して活動する事が求められるため，このような記が多くなる。本単元の振り返
りにあたる「グループのまとめ」では「試作品を何回も作って，良い商品ができたことが良かった。」
と，これまでの活動に対して肯定的な振り返りとなった。これは製品づくりを中心とした商品作りに，
生徒の意見を反映させていくための話し合いを設定していくことは，「自分たちが作っている」と実感
することができた結果として現れている。 
 
図６ 販売会と商品化された商品 
図５ 商品化された商品 右側のペーパークラフトはラッピングされている。 
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表２ 作業日誌の生徒記述 一覧 
活動内容 作業日誌の生徒の記述 
活動目標を決める いけんをみんなが出せた。 
商品開発  
アイデアを出しあお
う 
楽しみです。つぎをしたいです。 
パソコンでしおりと写真入れ一生懸命探した。 
キーホルダーの作り方をいっぱい見れたのが良かった。 
楽しくできたことです。 
試作品の作り方を考
えよう 
１年生がパソコンとタブレットを使って探していたのがすごいと思った。 
絵が入っている資料を作っている人がいてすごいと思った。 
みんなで話し合って，できたことです。 
試作品を実際に制作
する 
絵が上手に書けた可愛いキーホルダーができた。 
仲間が真剣にせつめいしてくれたから。 
今日みんなで商品を決めたとこが良かった。 
みんなで意見を言えたことが良かった。 
商品作り 
ていねいにさぎょうできたこと。 
集中が切れている人がいた。 
丁寧に作業できた 集中して作業できた。 
カレンダーの日にちを早く打てたこと。 
季節の絵を考えるのがむつかしかった。 
作るものの意見が言えたのが良かった。 
時間がかかったけど完成できた。 
ライブをつくろう。かれんだーをつくりました。 
東雲ショップ 
（販売） 
全部売れてよかった。早く売れてよかった。 
カレンダーをつけたことで商品が売れた 
お客さんに喜んでもらえた。 
もうちょっと商品説明をしたほうが良かった。 
商品をいっぱい作りたい。 
販売の支払いがちょっとむつかしかった。 
全体を振り返って 
みんなで協力して意見が言えたり，試作品づくりを何回もして，みんなで決めたことです。 
もうすこし，商品説明をしたほうが良かった。 
カレンダーを付けたことで商品が売れたお客さんに喜んでもらえた。 
今度は妖怪ウオッチが好きだけど見ないようにする 
意見をいっぱい言えてペーパークラフトをきめました。 
さぎょうをがんばりました。 
商品をもっといっぱい作りたいです。商品が可愛くできて売れたことです。 
商品開発の話し合いがみんなでできた。 
グループのまとめ 
試作品を何回も作って良い商品ができたことが良かった。 
仕事が続かない人がいたのでざんねんだった。 
たくさん試作品をつくり種類を増やしたほうが良いのができると思う。 
だれかに話したいこ
とはありますか 
妹にみせてあげたい。 （試作品づくり時） 
試作品を作るものが決まったことをみんなに話す。（試作品づくり時） 
小学生のともだちあげたいです。（試作品・商品づくり時） 
みんなに商品を買ってもらいたいと，はなしたい。（商品づくり時） 
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２. 生徒の様子 
 事例１ カレンダー付のノートの製作 
カレンダー部分の入力作業が計画より遅れてしまったため販売ま
での行程に余裕がなくなった。そこで生徒に対して商品変更を提
案したことがあった。現在ノート部分のデータがなく制作が間に合
わない，東雲ショップの準備ができないことからノート部分を諦めこ
のままカレンダーとして販売するものだった。すると，普段あまり自
己主張をするタイプではなく穏やかである生徒が，その提案は納
得できないと，「どうしてもカレンダー付のノートを作成したい。」と，
ゆずらなかった。この生徒は話し合いの中でカレンダーとノートを一
体化して販売したいと最初に提案した生徒でもあった。最終的には
担当作業が終わった他の生徒が手伝うことで商品として完成するこ
とができた。 
 
事例２ 販売時における生徒の様子 
 商品作りが遅れたこともあり販売会「東雲ショップ」の準備は最低
限のものになった。そのため接客については全く指導できていなか
った。 生徒は，自分の作った商品について，お客さんに興味を持
ってもらえるように，作った時に工夫したことや，商品の種類など，
商品を手に取ってもらえるように話しかけている姿があった。生徒
記述 一覧には「もうちょっと商品説明をしたほうが良かった。」とあ
るが，これについては生徒自身がより良い説明がしたいと感じて記入しているためである。こうした自己評価につ
いても安易に「良かった」といった評価をするのではなく，今後の活動を意識した評価として捉えることができる。
これらの事例は，生徒たちが，自ら考え話し合い決めた商品だからこそ，「作りたい」「説明したい」といった意欲
が行動として現れた場面となった。また自分を振り返り，よりよく活動したいといった意識面にも変化としてあらわ
れた。 
  
３．まとめ 
 これまでの作業活動を中心とした「しごと」の時間に話し合い活動を取り入れたことは， 
生徒が思考を深め学習への意欲を高めるための取り組みとして有効であった。その中で生徒が自ら考え，
主体的に行動しようとする姿として注目すべき点を以下で記述する。 
 
・試作品づくりまでの前半での話し合いを行った結果として，生徒たちは，仲間の意見や活動を認める
ことができた。 
 振り返りの記述には，自分の活動や意見だけでなく「みんなで話し合って，できたことです。」や「絵
が入っている資料を作っている人がいてすごいと思った。」また「１年生がパソコンとタブレットを使
って探していたのがすごいと思った。」など下級生の活動も認めることができている。 
 
・試作品づくり製品化までの話し合いを行った結果として，生徒たちは，他者を意識して商品を決める
ための合意形成をおこなうことができた。 
 製品決めでは，仲間の意見を取り入れよりよい形にしていくことができた。また，それぞれが納得し
て商品を決定することができた。 
 
・まとめでの話し合いを行った結果として，生徒たちはまとめの評価として適切に判断する事ができて
いることから評価力が伸長した。 
生徒自身がより良い活動にしたいと，次に繋がるような記述があるなどの意識面の変化も見られた。 
 以上のことから，単元内の場面に応じて話し合いの効果が違う事が読み取れる。これらの場面ごとの
生徒の主体的な行動や，仲間からの認められる経験を積み重ねることが，その後の活動における意欲的
で主体的な活動の場面につながっている。 
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 作業活動を中心とした授業の中に話し合う場面を取り入れることで，生徒の意欲に効果があることが
明らかになった。しかし単元内の場面に於ける話し合いの効果のちがいについて内容分析をするまでに
は至っていない。どの場面での話し合いが効果的なのか，生徒の発話がどのように関連しているのかな
ど明らかにしていく必要があると考えられる。これらを分析していく事で，より効果的な取り組みが可
能になると考えられることから，今後の課題として取り組んでいきたい。 
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